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2020年10月以降の参加NPO法人等について
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• 既存の団体（４３団体）のうち、３２団体から更新書類を受領（新規の団体の応募はなかった）。
• 提出された財務諸表等を基に、事務局にて加入要件等の確認を行った結果、要件を満たさない
団体はなかった。

• 一方で、 ５団体から、脱退の申し出があった。主な理由は、以下のとおり。
• また、連絡が取れない団体も６団体※あったため、これらの団体は、
2020年９月30日をもって、こどもサポート証券ネットの利用を停止することとしたい。
※ 東北（STORIA）、関東（とちぎボランティアネットワーク、カタリバ）、中部（ワンネススクール、POPOLO、シェイクハンズ）

所在地区
2019年
団体数

2020年
団体数

北海道 ２ １（－１）

東北 ５ ４（－１）

関東 １８ １４（－４）

中部 ７ ２（－５）

関西 ４ ４

中国・四国 ３ ３

九州・沖縄 ４ ４

合 計 ４３ ３２
(－１１)

○主な脱退理由について

・コロナウイルス感染症により業務量が増え、証券会社と
個別にやり取りができる余力がないため。

・地元での寄付等が十分に集まるようになり、支援を受ける
必要がなくなったため。

・少人数で事務を回しており、活動報告が難しい。

・提供品の品量が需要と合わない。

こどもサポート証券ネットへの参加を希望するNPO法人等の新規募集（既に参加している
NPO法人等には更新希望の確認）を行った結果、32団体からの参加申し出があった。
事務局にて加入要件の確認したところ、要件に満たない団体はなかったため、当該32団
体のNPO法人等の利用を認めることとしたい。



© Japan Securities Dealers Association.All Rights Reserved.© Japan Securities Dealers Association.All Rights Reserved.

今後のNPO法人等の募集について
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• ＮＰＯ法人等の募集について、現状、年に１回（７月～８月）としていたが、
今後は、協会ウェブサイト上に応募フォームを常設し、随時申込みを受け
付けることとしたい。

• 申込みを受け付けた際は、事務局にて加入要件の確認を行ったうえで、委
員宛てにメールにてお諮りすることとし、異議等がなければ適宜加入を認
めることとしたい。

• 更新にかかる事務局での審査は、従前どおり年１回（７月～８月）と定め、
継続可否を検討することとする。

なお、今回脱退を申し出た団体からの意見を踏まえ、 NPO法人等の負荷を
最小限にするために、報告書の提出方法等の事務フローの見直しも行うこと
とする。（資料２参照）

ＮＰＯ法人等の新規募集は年に１回としていたが、今後は本協会ウェブ
サイト上に応募フォームを常設し、随時、参加の申込みを受け付けるこ
ととしたい。
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「こどもサポート証券ネット」参加団体一覧
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地域ブ
ロック

都道府県 団体名

北海道 北海道 Kacotam

東北 宮城県 アスイク

東北 宮城県 特定非営利活動法人ロージーベル

東北 岩手県 フードバンク岩手

東北 福島県 しんぐるまざあず・ふぉーらむ福島

関東 茨城県 茨城NPOセンター・コモンズ

関東 東京都
豊島子どもＷＡＫＵＷＡＫＵ
ネットワーク

関東 東京都 キッズドア

関東 東京都 ブリッジフォースマイル

関東 東京都 レインボーリボン

関東 東京都 フードバンク狛江

関東 東京都 ファミリーハウス

関東 東京都 しんぐるまざあず・ふぉーらむ

関東 東京都 3keys

関東 東京都 維新隊ユネスコクラブ

関東 東京都 女性ネットSaya-Saya

関東 東京都 フローレンス

地域ブ
ロック

都道府県 団体名

関東 神奈川県 パノラマ

関東 埼玉県 さいたまユースサポートネット

中部 山梨県 フードバンク山梨

中部 愛知県 こどもNPO

関西 滋賀県 Links

関西 京都府 山科醍醐こどものひろば

関西 大阪府 西成チャイルド・ケア・センター

関西 大阪府 ＤｘＰ

中国 岡山県 ハーモニーネット未来

中国 山口県 とりで

四国 徳島県 フードバンクとくしま

九州 福岡県 子どもNPOセンター福岡

九州 福岡県 ＳＯＳ子どもの村ＪＡＰＡＮ

九州 福岡県 フードバンク北九州ライフアゲイン

九州 大分県 社会福祉法人大分県社会福祉協議会

※順不同
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意見照会を踏まえた今後の方針について

2020年９月
日本証券業協会

資料２
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第４回運営委員会で寄せられた意見
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• 2020年６月に書面にて開催した第４回運営委員会において、「こどもサポート証
券ネット」の参加ＮＰＯ法人等及び参加証券会社からのアンケート結果を踏まえ、
事務局改善案を提示したところ、特段のご意見は寄せられなかった。

• 一方で、委員会終了後、委員の皆様から、改善案とは別に、次のご意見が寄せ
られたため、２～３ページのとおり検討を進めている。

• 今後のスケジュールは４ページのとおり。

2020年10月に、次回運営委員会を開催し、進捗をご報告することとしたい。

① ＮＰＯからの物品受領の連絡方法について、ＮＰＯにとって事務負担が
少なく、報告漏れを防ぎやすい方法はないか。

② 参加証券会社の担当者同士の情報交換の場があると良いの
ではないか。

NPOからの報告体系の見直し（２ページ）

担当者同士の意見交換会を実施（３ページ）

事務局改善案を進めるとともに、委員から寄せられた意見を踏まえ、
①報告体系の見直し、②担当者の意見交換会の２点を実施することとしたい。
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寄せられたご意見① 報告体系の見直し

旧（本協会への報告書の提出） 新（メール本文での報告）

送付先に証券会社
・本協会を指定

ＮＰＯにとって事務負荷が少なく、報告漏れを防ぎやすくするために、今後は、
「証券会社及び本協会宛て」に、メール本文で概要を報告していただくこととしたい。
※報告内容（支援を利用した日付、支援物品、使用用途、感想等）の変更は行わない

2
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寄せられたご意見②
担当者の情報交換の場について（案）
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目的

こどもサポート証券ネットに参加いただいている担当者同士において、

各社における課題や、子供の貧困問題解決に向けた取り組みに関する知見
を共有することで、子供の貧困問題解決に向けた意識の醸成を図る。
※ 参加者同士のつながりを作るために、連絡先リストや自己紹介シートを事前に作ることも検討

開催時期 2020年11月中 午後４時00分～５時00分（１時間程度）

開催場所 オンラインによる開催も含め、開催方法については今後検討

プログラム

• こどもサポート証券ネットの現在の実績と好事例について
…日証協事務局より、実績と好事例の紹介

・ こどもサポート証券ネット参加会社での情報交換
・・・各社ごとに以下の項目についてご発言いただいたのち、意見交換

 これまでの株主優待品・災害備蓄品の活用方法
 こどもサポート証券ネットの支援方針、工夫していること

（例）・支援するNPOは支店がある地域で活動している団体のみ
・送料は証券会社負担
・支援対象物品の管理・保存方法

参加対象 こどもサポート証券ネットに参加いただいている証券会社ご担当者
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今後のスケジュール

施策等 ９月 １０月 １１月 １２月

運営委員会の
開催・
改善対応

証券会社へ
の広報活動

参加会社
による

意見交換会

参加NPO
審査

随時、新規NPO受付、事務局審査
→適宜委員会（書面）にて加入審査

9/30

事例集作成・公表（５頁参照）

4

地区評議会
地区別評議会

参加団体
決定

改善検討

開催
参加者募集

開催
案内

書面開催
（本会合）

開催
（改善対応の報告）

詳細の検討

フォーマットの再配布等の改善案実行

全国の証券会社への広報活動 （詳細は次回委員会にてご報告）

意見交換会の一部
内容を参加者へ共有
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「証券界における子供の貧困支援に関する
取組み事例集」（10月公表予定）について

こどもサポート証券ネット事例
本取組みについて理解してもらう

目的

NPO法人からの声

• 「こどもサポート証券ネット」への参加を検討している会員、子供の貧困支援に関する取組みを検討して
いる会員にむけて、既に取組みを行っている会員を証券界のモデルケースとして紹介し、支援活動の
参加を促進する。

• 証券業界であまり馴染みのない、NPO法人等への「場所の提供」「ボランティア・プロボノ」について、
NPO法人等の活動の紹介を通じて、理解を深める。

【場所の提供】
① 場所の受入れを求めるNPO法人

【ボランティア】
② 子ども食堂関係団体
③ 子供の学習サポート関係団体
④ 子供の居場所を提供する関係団体

証券会社における子供の貧困
支援に関する取組み事例

＜①社員が参加したくなる仕組み作り＞

・大和証券（社内表彰、寄付金控除等）

＜②社内で取り組める仕組み＞

・三菱UFJモルガン・スタンレー証券
（箸置きプロジェクト）

・野村證券
（社員食堂の寄付付きメニューの導入）

＜③物品の支援＞

・東海東京証券（災害備蓄品の寄贈）

＜④人の提供＞

・SMBC日興証券
（継続的な児童養護施設支援）

・UBS証券（プログラミング教室）

こどもサポート証券ネット概要

 参加証券会社の紹介（予定）
・立花証券株式会社
・藍澤證券株式会社

 こどもサポート証券ネット実績
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